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●● 地域企業のさらなる飛躍へ「東部4信金ビジネスマッチング」開催　

●● 地域創生の加速化を目指して広がる「連携」の輪　　　　　　　　　

●● パートナー市町の施策・動向に着目！（沼津市）　　　　　　　　　

●● 伊豆半島ジオパーク推進協議会の取り組み　　　　　　　　　　　　　　　　

●● 地域創生の新たな一手（地域創生応援ローン）　●●　

●● 経営のヒント（地域サポート課の出前勉強会・東京五輪に向けて）
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【「 東部4信金ビジネスマッチング 」に関するお問い合わせ 】
三島信用金庫 各営業店、または地域サポート課　055 -981-0121（ 担当：田村・高野 ）

　11月10日（木）・11日（金）に東部4信金（三島・沼津・富士・富士宮）が主催し「富士山・東北海道
広域ビジネスマッチング『食＆農』こだわりの逸品展示会」「富士山麓ビジネスマッチング商談会」を開催
します。

　初日は、食と農をテーマとした地域発信・販
路拡大・広域連携による新たな価値の創造を目
指して「富士山・東北海道広域ビジネスマッチ
ング『食＆農』こだわりの逸品展示会2016 」
を開催します。		 	 	 	
　昨年は173団体がブースを出展し、7,000人
が来場された県内最大級の展示会に今年もご期
待下さい。

　2日目は、製造業者を中心に、地域企業の広
域的な受発注機会の拡大を目指して「富士山麓
ビジネス商談会」を開催します。個別面談形式
による受発注商談会を実施し、県東部で優れた
技術を持つ事業者の皆様に“新たな受発注”と
“ネットワークづくりや情報交換”の機会を創
造します。

　地域企業の更なる飛躍に向けて、事業者の皆
様が多数ご参加くださることを心よりお待ちし
ています。

地域企業のさらなる飛躍へ「東部4信金ビジネスマッチング」開催！



2 N o . 2 5 9

地域創生の加速化を目指して広がる「連携」の輪

美しい伊豆創造センターとの連携

自治体との連携

　	6月6日、当金庫は静岡県東部・伊豆地域の観光活性化を加速するため
に、美しい伊豆創造センターと「地域振興に関する連携協定」を締結しま
した。

　美しい伊豆創造センターは「世界一美しい半島プロジェクト」を基幹
戦略に掲げ、様々な機会・機能を集中して環境・営み・人の3面で伊豆半

島を磨き上げ、世界ブランド
として確立・発信することを目指しています。

　同センターが実施する「伊豆半島広域観光人材育成事業」は幅広い
視点から観光活性化に取り組む人材の育成を目的としており、当金庫は
事務局として昨年12月より事業運営に参画しています。

　当金庫は県東部・伊豆地域の基幹産業である「観光業」を担う人材
の育成に寄与し、観光産業の活性化に努めてまいります。

　当金庫は、今年度に入り清水町、松崎町、裾野市
と包括的パートナーシップ協定を締結しました。
　平成28年6月末現在で県東部6市3町とパート
ナーシップ協定を締結し連携の輪を広げています。

　各自治体が策定した「地方版総合戦略」の実施に
あたっては、行政・企業・金融など地域一丸となっ
た推進体制の構築が不可欠と言われています。

　当金庫は自治体との連携を強化することで、自治
体が地域経済の活性化を目指して実施するさまざま
な施策を事業者の皆様へ情報発信し、地域金融機関
としての役割を果たしてまいります。

【 伊豆半島広域観光人材育成事業に関するお問い合わせ 】
三島信用金庫 各営業店、または地域サポート課　0 5 5- 9 8 1- 0 1 2 1（ 担当：掛橋・橋本 ）

連携協定調印式（函南町役場にて）

「広域観光人材育成事業」研修風景

自治体

地域
事業者

三島
信用金庫

地域経済
活性化

施策相談
企画提言  各種支援策

経営相談
資金相談

施策
実施
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創出

自治体・金融機関連携が生み出す地域活性化サイクル
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パートナー市町の施策・動向に着目！（沼津市）

「リノベーションまちづくり」

東海大学跡地、
「先端農業推進プロジェクト」拠点に！

　沼津市は「住みたくなるまち、働きたくなるまち、訪れたくな
るまち」を目指しています。目標実現に向けた取り組みの１つと
して「リノベーションまちづくり」を推進しています。

　リノベーションまちづくりは、エリアを定め「増加する遊休不
動産を再生し、新しい使い方、新しい空間を生み出す」という取
り組みです。

　期待される効果としては「雇用の創出」「コミュニティの再生」
「エリア価値の向上」などが挙げられ、「建て替えと比べて初期投
資を抑制できる」「事業のスピードが早い」という特徴があり全国
でも取り組む自治体が増加している官民一体の事業です。

　当金庫は「沼津市リノベーションまちづくり推進連絡会議」
に参画しており、地域金融機関がもつ強みを活かし、不動産オー
ナー・事業者・起業家を結ぶ役割を果たしてまいります。

　	静岡県が今後推進を強化していく「アグリイノベーション」
の拠点に、東海大学跡地（沼津市西野）が決定しました。

　アグリイノベーションは科学技術を活用して農業の革新を目指
す取り組みです。具体的には、科学技術を活用して栄養素の一部
を高めた商品の開発や、環境制御による安定した栽培システム、
効率性・省エネ性の実現による増産体制の確立などに取り組みます。

　同プロジェクトは農業生産者のみならず、科学技術や工業技術を有する事業者など、異業種からの参画も期待
されています。平成29年3月には国内外から研究者を招聘し、先端農業や先進研究事例に関する国際フォーラム
の開催も予定されており今後の動向が注目されます。

【先端農業推進プロジェクトに関するお問い合わせ】
静岡県経済産業部 農業局 農業戦略課 先端農業推進班　054-221-2659

【沼津市リノベーションまちづくりに関する詳細・お問い合わせ】
沼津市役所 企画部 沼津の宝推進課　055-934-4886

拠点設置予定地の東海大学跡地

2 月に開催されたトレジャーハンティング

積極的な意見交換が行われる戦略会議
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地域活性に向けた「伊豆半島ジオパーク推進協議会」の取り組み

　伊豆半島ジオパーク推進協議会は、伊豆半島全域の活性化を目指して
「周辺海域も含めた貴重な自然遺産の保全」「教育分野への活用」「地域振
興」を三本柱に活動しています。

　今年4月には、同ジオパークの拠点施設「ジオリア」（伊豆市、修善寺総
合会館内）が完成し、児童・生徒・観光客など多数の方々が来場していま
す。	 	
　3月には、ジオポイントを巡るロゲイニング大会を開催（首都圏を中心
に約300人が参加）し、交流人口の増加に貢献しています。

　活動の更なる拡大を目指して創設した「応援会員制度」（事業者対象：
年会費1口5,000円）では、「協議会が有する写真・ロゴマークを営業目
的で使用できる」という特典を活かし
て新たなビジネスも誕生しています。	
　ジオサイトを模した創作菓子の製造
販売や、ロゴマークを使用した地域限定
パッケージ、ジオツアーを取り入れた宿
泊プランなど、会員特典を活用した取り
組みが始まっています。

　「日本ジオパーク全国大会」が10月10日・11日の両日、プラサヴェルデを主会場に開催されます。大会には全国か
ら約1000人のジオパーク関係者が来訪し「連携が生み出す未来」をテーマに、他のジオパーク、国立公園や企業との連
携、教育活用やツアー展開などの可能性を探ります。
　大会後も、参加者のうち400人以上が伊豆半島各地を巡る予定となっており、同協議会は「伊豆の魅力を体感しても
らう絶好のチャンス」として、地域全体で盛り上がる大会を目指しています。

　ジオをテーマとした伊豆半島全域の活性化にさまざまな角度から取り組む同協議会の活動に、今後もご注目ください。

　当金庫は伊豆半島ジオパーク推進協議会との共同企画により、
地域応援企画第８弾定期預金『 夏とく20 1 6 』を募集中です。
詳細は当金庫各営業店へお問い合わせ下さい。

さんしんは 伊豆半島
ジオパークを応援しています。

【伊豆半島ジオパーク応援会員、全国大会に関するお問い合わせ】
伊豆半島ジオパーク推進協議会 事務局　0558-72-0520　E-mail：info@izugeopark.org

ジオをデザインしたご当地ボックス

「おしゃれ」と好評なジオリア

ジオポイントでジャンプ ロゲイニング大会

「日本ジオパーク全国大会」沼津で開催
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地域創生の新たな一手「地域創生応援ローン」取扱開始

　当金庫は、地域の事業者様や地域活性化に取り組む団体の支援を目的に、5つの商品区分（ものづくり支援・
観光産業活性化・地域資源活用・創業支援・NPO支援）を設けて、「地域創生応援ローン」の取り扱いを開始し
ました。

　本商品は、国が掲げる“まち・ひと・しごと創生総合戦略”や、自治体が策定した“地方版総合戦略”に基づ
くさまざまな施策に幅広く対応した枠組みとなっています。

【具体的な活用例】
・各種補助金の要件に該当する先進的な事業計画
・生産性の向上や雇用増加につながる取り組み
・交付決定した補助金の「つなぎ資金」
・観光客や交流人口の増加を目指す事業計画
・静岡県の地域資源を活用した独自の取り組み
・「農商工連携」「 6次産業化」につながる事業
・新規創業に関するもの（創業後2年以内を含む）
・地域社会の課題解決に向けたソーシャルビジネス

　商品に関する詳細は、三島信用金庫各営業店へお気
軽にお問い合わせ下さい。
（地域創生応援ローンのご利用にあたっては審査が必
要となります。）

商品区分 資金使途

ものづくり支援ローン
〇〇革新的な試作品開発・サービス創出に資する設備および付随する〇 〇
運転資金
〇〇生産性向上・雇用増加に資する設備および付随する運転資金

観光産業活性化ローン

〇〇観光客増加に対応し成長が見込まれる設備投資および付随する〇 〇
運転資金
〇〇観光客増加に対応し新たな成長が見込まれる新サービス提供に〇
かかる運転資金
〇〇観光地の公共インフラ整備や地域一体となったサービスに向けた取組
みにかかる設備および付随運転資金

地域資源活用ローン

〇〇地域資源活用〇
静岡県が認定する地域産業資源 223 品目〇
地方自治体が推進する地域ブランド認定物
〇〇 6 次産業化
〇〇農商工連携

創業支援ローン 新規開業または創業後 2年以内に必要なもの

NPO支援ローン ソーシャルビジネスに資するもの
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地域サポート課の出前勉強会

　㈱徳造丸（東伊豆支店お取引先）は、伊豆稲取の本社
を起点として伊豆東海岸沿線に直営料理店・販売店を展
開する食品メーカーです。伊豆を代表する食材「稲取キ
ンメ」や「ところてん」、これ1本でご家庭でお手軽に
プロ級の味付けができる人気調味料「秘伝の煮汁」な
ど、他社にないオリジナル商品で「伊豆伝統の味」を全
国へ発信しています。

　同社は社内勉強会や研修を通じて社員教育に力を入れ
ており、管理職が集まる会議の場を活用して当金庫地域
サポート課による「管理者向け勉強会」を実施しまし
た。社内勉強会と人材育成について、代表取締役鈴木基
史社長にお話しをうかがいました。

●「管理者向け勉強会」を開催しようとしたきっかけを教えてください。

　企業が成長するためには人材育成が
不可欠であると考えています。東伊豆
支店の支店長を通じて、三島信用金庫
がお客様向けに様々なセミナーや勉強
会を開催していることを知り、経営の
中核を担う管理職の「経営感覚」をよ
り磨きたいと考え開催しました。

●「管理者向け勉強会」の実施による社内効果を教えてください。

　現場や会議の席上で「費用」や「利益」と言った言葉が従来よりも出てくる様になりました。量（売上）だ
けでなく質（利益）を求める意識が高まったと思います。今年に入って3回実施したことが研修内容の定着につ
ながったと考えています。

●今後の人材育成についてのお考えをお聞かせください。

　勉強会や研修は習得した内容を現場で活用することが目的です。
今後も業務の習熟度や職務、職位に応じて定期的に実施し、社員のス
キルアップに取り組んでいきたいと考えています。

❶

【各種セミナー・勉強会に関するお問い合わせ】
三島信用金庫 各営業店、または地域サポート課　055-981-0121

【㈱徳造丸に関する詳細】　http://1930.jp/

　当金庫はご希望に応じたオーダーメイドの勉強会を開催いたしますので、お気軽にご相談ください。

伊豆の味を発信する「徳造丸」

㈱徳造丸　鈴木基史社長

至高の逸品「秘伝の煮汁」

第 3 回経営幹部勉強会
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2020年の東京五輪に向けて❷

　リオデジャネイロ五輪がまもなく開幕し、世界各国がスポーツの祭
典に熱狂する熱い夏がやってきました。

　2020年の東京五輪に向けて、「伊豆市ベロドロームでの自転車競技
開催」をヒントに、観光業の視点からビジネスチャンスを探ってみま
した。

　観光業界では「着地型観光」による交流人口の増加を目指す動きが
活発になっています。着地型観光とは、地元ならではの体験プログラム
を企画し、参加者が現地集合、現地解散するという新しい観光の形態で

す。交流人口の増加や地域振興につながると期待され、全国各地でプログラムづくりが行われています。

　全国的な代表例では、瀬戸内7県が連携して取り組んでいる「瀬戸内広域観光周遊ルート」事業があります。
しまなみ海道を中心とした「サイクリングゾーン」を着地型観光の目
玉として“サイクルオアシス”や“サイクリスト専門の宿”など新た
なビジネスモデルが誕生しています。

　近年、観光客のニーズは（団体→個人）（定番めぐり→隠れた魅力
発掘）（見学→体験）に変化していると言われています。東部・伊豆
地域の観光資源（例：ジオポイント）と持久型スポーツのサイクリン
グを組み合せた「観光プログラム」も「伊豆でしかできない特別な
旅」の一つと考えられます。

　サイクリングによって東部・伊豆地域を「点から線へ、線から面へ」つなぐ周遊ルートは観光振興の活性剤で
はないでしょうか。

伊豆市 ベロドローム

伊豆半島の自然を巡るサイクリング

非日常型

名所・旧跡、物見遊山型

観光地が地域と乖離・囲い込み

一点豪華型

全国で画一的な旅行 いきいきとした地域との出会い

旅の形の変化

生活体験型（異日常型）

テーマ性の強い旅

地域生活エリアでの交流

リーズナブルなDIY 型

オンリーワンの地域づくり

これまでの観光 これからの観光

旅の形

旅の目的

地域との関係

旅の経済性

「旅」（観光）が変わる　～団体から個人へ～
観光とは地域の良さを再発見すること
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「街中だがしや楽校」で育む郷土愛 http://www.senior-jinzai.com

日　時 ： 8 月 21 日（日）　10：00 ～ 15：30
場　所 ： 三嶋大社境内及びゑびす参道（歩行者天国）
  大社の杜みしま
お問合せ：dagashiyaschool@gmail.com

　三島信用金庫は地域のこども達に「就労の楽し

さ」「お金の大切さ」を体験してもらい「故郷の

思い出」を作ってもらう為に「だがしや楽校」の

運営に参画しています。

　8月21日は、ぜひ三嶋大社へお越しください。

　ビジネスプランの作成と検証、成功ポイントの習得、創業に伴う不安や疑問の解消を目的に実践的な

セミナーを開催します。さんしんは「開業」と「事業の発展」をサポートします。

○ 対象者・・・創業まもない経営者（ 開業後概ね3年以内 ）または創業予定者
○ 定　員・・・20名　定員になり次第締め切らせていただきます
○ 会　場・・・三島信用金庫サポートセンター夢（ 三島南支店 ）3階　会議室　【 三島市新谷155 -1 】
○ 受講料・・・参加1名様につき1,000円（ 税込 ）テキスト代含む

開催日時 内　　容 講　　師

8月 20 日（土）
14：00 ～ 17：00

・オリエンテーション
・創業を成功に導くポイント
・信用保証協会の保証制度
・創業者体験談

中小企業診断士〇村木則予氏
静岡県信用保証協会
加藤佳子氏（H27 年当講座受講者）

8月 27 日（土）
14：00 ～ 16：30

・ビジネスプランの作成ポイントⅠ
（販路拡大と収益計画）
・個別相談（要事前申込）

中小企業基盤整備機構
三島信用金庫〇地域サポート課

9月 3日（土）
14：00 ～ 17：00

・ビジネスプランの作成ポイントⅡ
（長期事業計画の策定）
・個別相談（要事前申込）

中小企業基盤整備機構
三島信用金庫〇地域サポート課

9月 17 日（土）
14：00 ～ 16：30

・ビジネスプラン作成のワークショップ
・個別相談（要事前申込）

中小企業基盤整備機構
三島信用金庫〇地域サポート課

サクセスストーリーに向けて「さんしん創業スタートアップ講座」開催！

　三島信用金庫は「創業を希望される方」や「創業後まもない事業者様」への支援を通じて、新たな事
業の創出と地域産業の活性化を後押しします。

【お問い合わせ】三島信用金庫 各営業店、または地域サポート課　055-981-0121（担当：横山）
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